
京
都
帝
國
大
學
所
藏
憲
子
本
三
長
記
の
本
文
（
圖
版
第
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
そ
の
紙
背
∵
文
書
（
圖
版
第
二
）



礪
燕
愚
懸
襯
、
礎
凝
螺
、
、
，
撚
罐
鳶
講
，



羅

纂

京
都
帝
國
大
童
所
藏
巻
子
本
三
無
認
に
就
い
て

　
三
長
記
は
、
鎌
愈
時
代
の
初
期
に
於
い
て
朝
野
の
闘
に
令
名
あ

っ
た
三
馬
長
兼
の
日
記
で
、
夙
に
世
に
知
ら
れ
、
殊
に
此
霞
記
は

建
永
二
年
の
專
毒
念
佛
停
止
に
坐
す
る
U
切
の
経
緯
を
記
述
せ
る

事
に
依
っ
て
、
史
料
と
し
て
重
要
覗
せ
ら
れ
て
る
る
こ
と
、
入
の

よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
藪
に
云
ふ
京
都
帝
園
大
型
所
藏
の
巻
子
本
三
長
記
一
巻
は
、
世

に
未
だ
多
く
紹
介
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
の
で
あ
り
、
鎌
倉
時

代
の
古
爲
当
た
る
の
み
な
ら
す
、
そ
の
紙
背
に
は
幾
多
の
こ
の
時

代
の
古
文
書
を
有
す
る
黙
に
於
い
て
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た

が
、
吾
入
は
こ
れ
を
閲
讃
す
る
の
際
、
こ
の
巻
子
本
の
性
質
を
知

り
、
ま
た
筆
者
に
就
い
て
推
知
す
べ
き
も
の
あ
る
を
見
．
こ
Σ
に

　
　
　
　
京
都
帝
関
大
學
所
藏
伸
子
本
三
長
瀞
に
就
い
て
　
（
赤
松
）

赤

松

俊

秀

こ
れ
が
解
説
を
試
み
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
つ
こ
の
雀
子
本
の
撫
付
を
記
せ
ん
に
、
此
の
一
言
の
内
容
は

建
久
六
年
の
秋
、
後
鳥
崩
天
皇
の
皇
女
春
華
門
院
御
誕
生
に
間
す

る
記
事
を
有
し
、
巻
子
の
外
題
に
は
，
本
文
と
走
筆
で
あ
る
が
，

三
長
記
建
久
六
年
七
月
御
産
御
殿
等
之
作
法
と
記
さ
れ
て
み
る
。

巻
子
の
大
き
さ
は
天
地
九
寸
八
分
。
紙
撒
凡
そ
四
＋
一
枚
を
糠
ぴ

る
も
の
で
あ
っ
て
、
紙
の
背
に
は
全
部
文
書
を
見
る
こ
と
前
に
云

ふ
如
く
で
あ
っ
て
、
こ
れ
反
古
を
裏
か
へ
し
て
記
録
せ
る
も
の
で

あ
る
を
知
ろ
。
而
し
て
こ
の
古
丈
書
に
は
聞
々
完
全
な
る
も
の
あ

っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
書
の
研
究
の
緒
口
を
得
る
こ
と
が

禺
來
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
三
號
　
　
　
閃
〔
山
掛
五

（　141　）



　
　
　
　
京
都
帝
國
大
藤
蔓
藏
巷
子
本
塩
長
記
に
就
い
て
　
（
赤
松
）

　
跳
の
巻
子
本
は
そ
の
書
風
よ
り
見
る
も
鎌
倉
聖
代
を
下
ら
ざ
る

も
の
と
せ
ら
る
き
か
、
こ
の
書
爲
年
代
を
考
ふ
る
に
、
ま
つ
そ
の

紙
背
文
書
の
中
に
播
磨
國
安
積
保
に
擬
し
て
畿
せ
ら
れ
た
正
磨
四

年
六
月
口
の
下
文
の
案
丈
〔
詳
…
一
〕
の
存
す
る
事
よ
り
見
れ
ば
、
そ

の
書
篤
は
絶
鋤
に
伏
見
天
皇
の
此
の
時
を
趨
る
も
の
で
は
な
い
と

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
乍
ら
此
の
文
書
は
、
有
丈
な
る
が

故
に
，
或
は
こ
れ
を
後
代
の
書
幅
な
り
と
し
て
、
確
定
的
に
寮
癒

四
年
六
月
を
書
爲
年
代
の
上
隈
と
し
難
し
と
せ
ば
、
爾
書
痴
時
日

の
上
限
を
決
定
す
る
典
撮
た
る
も
の
に
は
、
紙
背
丈
書
中
に
左
の

如
き
文
書
が
あ
る
の
を
見
る
の
で
あ
る
。

　
八
幡
御
幸
。
可
亡
霊
十
八
藁
候
、
必
十
干
供
奉
給
養
露
、
重
被

　
仰
下
直
也
。
伍
執
蓬
如
件
。

　
　
　
　
　
正
月
五
β
　
　
　
　
　
　
　
左
少
餅
纏
守

　
　
謹
上
　
三
條
新
中
將
殿

こ
の
文
書
に
あ
る
経
守
が
、
左
少
耕
の
官
に
在
っ
た
の
は
、
正
慮

四
年
七
月
二
十
九
購
よ
り
翌
五
年
．
十
一
月
二
十
三
B
迄
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
交
書
に
見
ゆ
る
正
月
五
段
は
正
恋
五
年
の
そ
れ
に
外
な

ら
な
い
、
加
ふ
る
に
そ
の
内
容
な
る
正
月
十
八
日
の
八
幡
御
幸
も

　
　
　
　
　
　
露
営
十
・
七
懸
　
　
錐
三
號
　
　
　
瞬
工
ハ
論
ハ

嬰
児
発
煙
記
蕊
鷹
五
年
圧
月
十
八
爾
の
條
に
、
今
廃
上
皇
御
幸
石

清
水
云
々
と
あ
る
に
特
合
す
る
か
ら
、
此
の
早
書
の
作
製
せ
ら
れ

授
受
さ
れ
た
鈴
口
は
確
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
し
て
此

の
伊
野
を
暗
し
て
、
其
の
紙
背
を
書
置
の
料
紙
に
用
ひ
た
時
が
、

正
癒
五
年
よ
4
3
鎗
0
後
の
事
で
は
な
い
事
が
推
測
せ
ら
れ
る
。

　
更
に
こ
の
文
書
の
受
取
人
た
る
三
條
新
中
豊
は
他
の
紙
背
文
書

〔
挿
襯
第
三
〕
に
も
見
え
、
同
じ
く
紙
背
文
書
の
宛
名
な
る
三
條
模

中
將
〔
挿
隔
第
二
〕
と
詞
一
人
置
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
紙
背
丈
書

に
て
宛
名
を
明
記
す
る
も
の
八
通
の
内
、
兵
部
卿
宛
の
一
通
〔
註

二
〕
の
外
は
皆
同
一
入
に
宛
て
ら
れ
た
事
に
な
る
〔
註
三
、
四
、
五

六
〕
其
故
に
若
し
一
通
の
み
異
る
存
在
に
就
い
て
何
等
か
の
根
糠

あ
る
説
胆
が
與
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
紙
背
文
書
の
宛
名
に
依
っ
て

本
裁
の
筆
者
を
決
定
す
る
方
法
も
、
充
分
に
そ
の
適
用
の
理
由
が

存
す
る
事
に
な
る
。
此
の
際
先
づ
考
慮
す
べ
き
は
三
條
新
中
將
又

は
櫻
中
夏
と
兵
部
卿
と
が
闘
一
人
に
非
ざ
る
や
の
品
定
で
あ
る
が

兵
部
卿
が
公
卿
の
象
宮
と
な
る
事
の
多
い
顯
よ
の
し
て
〔
註
脚
〕
、

公
卿
補
任
に
糠
っ
て
綾
上
の
経
歴
を
有
す
る
人
を
訪
ね
て
も
、
正

嘉
五
年
以
後
の
兵
部
卿
に
斯
の
如
き
入
を
見
出
せ
な
い
か
ら
、
此

（　142　）



の
假
定
の
成
立
は
頗
る
壁
束
な
く
、
ま
つ
事
實
あ
ら
ざ
り
し
も
の

か
と
思
は
れ
る
。
此
の
假
定
に
次
い
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
か
の

長
兼
の
家
が
三
條
と
辮
せ
る
事
で
あ
っ
て
、
三
條
樺
中
館
叉
は
新

中
蓋
に
宛
て
た
備
忘
β
が
七
通
も
存
在
す
る
上
に
、
そ
の
家
名
の
同

じ
く
す
る
事
よ
り
三
條
新
串
將
を
長
兼
の
一
流
と
し
て
、
「
通
の

み
異
る
存
在
を
無
覗
し
て
，
一
暴
に
三
五
新
中
出
を
筆
者
に
比
定

せ
ん
と
す
る
假
定
で
あ
る
が
、
事
蜜
に
於
い
て
長
兼
の
一
流
に
て

當
暴
騰
の
如
き
地
位
に
居
た
人
を
確
認
す
る
事
が
出
來
な
い
か
ら

〔
註
八
〕
重
要
な
る
品
定
が
翠
な
る
憶
測
に
止
っ
て
、
初
の
如
く
三

條
新
中
將
叉
は
模
中
將
に
宛
て
ら
れ
た
文
書
は
比
較
的
多
撒
で
あ

る
と
云
ふ
微
的
な
理
由
し
か
な
い
事
に
な
り
、
兵
部
卿
宛
の
文
書

の
存
在
に
配
し
て
何
の
説
明
も
與
へ
な
い
事
に
な
る
。

　
如
上
の
二
つ
の
假
定
が
共
に
そ
の
根
糠
が
な
く
て
、
三
春
新
中

將
又
は
構
中
將
が
何
人
な
る
か
、
兵
部
卿
が
何
時
の
頃
の
何
人
な

る
か
を
明
ら
か
に
な
す
よ
す
が
を
見
出
し
得
な
い
時
に
、
他
に
た

よ
る
事
な
く
し
て
自
ら
そ
の
宛
名
の
何
人
な
る
か
を
明
示
す
る
も

の
が
紙
背
文
書
に
存
す
る
の
を
暴
出
し
得
る
の
は
、
大
き
な
喜
び

と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，
圖
版
第
二
に
掲
げ
た
文
書
が
廓
ち

一
　
　
　
　
京
都
帝
國
大
鳥
所
藏
谷
子
本
三
長
記
に
就
い
て
　
（
赤
松
）

そ
れ
で
あ
る
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
候
ひ
け
う
か
。

山
群
糊
事
。
三
所
御
中
一
具
可
申
之
・
購
。
滲
翻
裂
令
申
候
了
。

　
然
両
難
治
計
會
〇
五
衣
事
に
候
Q
可
有
愚
計
侯
。

御
領
歌
候
聞
　
蓮
府
説
4
3
候
。
龍
駕
何
様
候
哉
。
颯
甥
川
謹
言
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
十
一
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
蟹
　
　
　
仲

此
の
丈
書
に
於
い
て
重
要
な
る
も
の
は
、
摺
袴
事
の
上
を
始
め
、

三
個
所
に
懸
け
ら
れ
た
合
馬
で
あ
っ
て
、
一
旦
實
仲
よ
り
嵐
さ
れ

た
此
の
書
状
が
、
長
□
の
返
事
を
載
せ
て
縛
び
實
仲
の
許
に
戻
さ

れ
た
事
を
示
し
て
み
る
事
で
あ
る
。
實
仲
の
書
歌
は
こ
の
外
に
も

一
通
存
す
る
も
嗣
じ
く
合
黙
を
有
し
、
〔
註
九
〕
合
黙
を
有
し
乍
ら

噺
簡
に
て
署
名
の
部
分
を
鋏
く
二
通
の
漁
歌
は
〔
挿
囲
第
一
、
註
一

八
、
↓
○
〕
共
に
み
、
の
往
信
の
華
致
は
魔
下
書
献
の
そ
れ
に
一
致

し
て
み
て
、
一
旦
實
仲
よ
り
獲
せ
ら
れ
た
後
再
び
實
仲
の
許
に
勝

れ
る
讃
歌
と
し
て
何
等
の
二
期
な
く
、
計
四
通
の
書
歎
が
彼
に
宛

て
ら
れ
、
そ
の
許
に
保
存
せ
ら
れ
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
と
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
鉛
版
第
二
の
文
書
は
、
そ
の
内
容
な

る
摺
文
事
は
他
の
紙
背
血
書
に
も
見
え
、
〔
註
六
〕
春
祠
祭
に
下
向

す
る
舞
入
の
摺
袴
の
調
進
に
關
し
て
春
日
祭
使
長
目
と
實
仲
と
の

　
　
　
　
　
　
麓
躍
十
七
｛
讐
　
餓
ザ
三
號
　
　
　
四
山
ハ
七

（　1－13　）



、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

－
　
　
　
　
京
都
帝
國
大
學
所
帯
巻
子
本
三
長
記
に
就
い
て
　
（
赤
松
）

間
に
往
復
し
た
書
歌
で
あ
る
が
、
正
慮
四
五
年
の
前
後
に
て
十
一

月
の
春
日
祭
使
を
勤
仕
し
た
長
竿
を
求
む
れ
ば
、
正
鷹
五
年
十
一
・

月
三
日
に
そ
の
任
に
當
つ
た
右
中
団
長
嗣

の
外
に
は
な
い
か
ら
，
〔
七
一
」
〕
此
の
書

歌
の
授
受
せ
ら
れ
た
時
日
は
正
慮
五
年
と

確
定
し
、
實
仲
の
存
在
し
た
時
も
自
ら
明

瞭
に
な
っ
た
。

　
此
の
實
仲
が
如
何
な
る
人
な
る
か
を
奪

卑
分
蔵
公
卿
補
任
に
糠
っ
て
尋
ね
て
見
る

と
，
左
大
臣
三
條
實
房
の
｝
流
に
て
正
解

の
二
男
な
る
賢
仲
と
云
ふ
事
に
な
る
、
し

か
も
そ
の
家
は
三
條
で
あ
の
當
時
は
中
將

と
し
て
近
衛
府
に
列
し
て
み
る
か
ら
，
三

下
新
中
將
又
は
構
中
將
と
同
一
入
で
あ
る

と
見
る
事
が
出
満
て
、
そ
の
許
に
宛
て
ら

れ
た
書
歌
は
十
一
通
存
す
る
事
に
な
り
、

藪
に
於
い
て
三
條
新
中
將
の
筆
者
説
は
そ
の
可
能
性
を
増
す
事
に

な
る
。
然
し
乍
ら
醗
っ
て
考
へ
て
見
る
と
、
三
條
新
中
有
と
椹
中

　
　
　
　
　
　
第
十
・
中
書
　
　
第
一
二
號
　
　
　
四
山
縞
入

將
と
が
同
一
人
で
あ
る
と
す
る
の
も
實
は
假
定
で
あ
り
、
實
仲
と

こ
の
爾
者
と
が
同
一
人
で
あ
る
と
由
る
の
も
、
畢
寛
は
音
戸
に
過

　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
す
、
日
つ
の
日
記
の
紙
背
文
書
の
宛
名

　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
故
に
同
叫
人
な
る
に
非
る
か
の
憶
測

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
一
歩
も
出
で
た
も
の
で
は
な
く
，
若

　
　
　
　
　
　
　
　
し
こ
の
三
者
に
宛
て
ら
れ
た
文
書
が
分
散

　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
存
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
如
何
な
る

　
　
　
　
　
　
挿

　
　
　
　
　
　
　
　
根
嫁
よ
り
し
て
三
者
は
同
一
人
で
あ
る
と

圖第
一

將
と
任
せ
ら
れ
た
か
否
か
に
就
い
て
は
、

す
る
、
而
し
て
勘
仲
記
弘
安
九
年
四
月
八
日
の
條
に
、
中
院
新
中
納

云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
か
。
現
在
の
如
く
、

筆
者
の
比
定
が
主
要
な
る
關
心
事
で
あ
る

際
に
、
斯
の
如
き
循
環
論
的
な
論
謹
に
從

っ
て
立
論
す
る
の
は
好
ま
し
い
事
で
は
な

い
、
殊
に
實
仲
の
中
断
に
任
ぜ
ら
れ
た
の

は
正
鷹
元
年
六
月
二
十
九
日
に
て
，
正
鷹

五
年
正
月
五
日
に
あ
っ
て
は
既
に
三
年
蝕

の
時
日
が
経
過
し
て
み
る
に
も
術
、
新
中

　
　
　
　
　
　
　
U
慮
の
考
謹
を
必
要
と

（144）



言
に
註
し
て
通
雄
卿
と
し
て
み
る
の
を
見
る
が
通
雄
が
櫻
中
納
言

に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
其
れ
よ
り
三
年
以
前
の
弘
安
六
年
の
事
で
あ

る
か
ら
，
藪
に
云
ふ
新
中
納
言
は
輩

な
る
新
中
納
言
と
そ
の
用
語
法
糞
肇
獣
・
む
　
　
謎
．

に
す
る
と
見
ら
れ
る
が
・
此
は
全
く
曇
．
・
射
撃
．

彼
の
赦
父
に
て
彼
よ
り
早
く
建
治
元

年
に
椹
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
弘
安
九

年
九
月
二
日
迄
そ
の
官
に
あ
っ
た
中

院
中
納
言
上
房
〔
註
一
二
〕
と
、
彼

と
の
医
別
の
爲
に
て
、
具
房
が
灌
大

納
言
に
任
ぜ
ら
れ
て
か
ら
は
、
通
雄

は
輩
に
中
院
中
納
言
と
樗
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
〔
註
＝
二
〕
か
く
て
新
中

納
言
の
用
語
法
の
日
例
が
確
定
し
た

が
、
三
婆
新
中
將
な
る
稽
呼
も
正
し

く
そ
れ
に
該
當
し
，
實
仲
に
は
、
實

く
弘
安
八
年
六
月
十
三
日
に
中
米
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
爾
者
を

匠
別
す
る
爲
に
正
書
五
年
に
な
っ
て
も
、
累
算
を
三
罪
状
中
將
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呼
び
、
實
躬
は
常
に
三
條
中
將
と
爾

　　

@　

@　

@　

@　

@　

?
論
瓢

・
灘
．
♂
・
拳
馨

　
　
　
　
前

縁
も
　
．
ガ

ボ
｝
、
∵
慨
諾

　
　
　
　
　
癬

　
　
　
　
8
欝
．

　
　
　
、

ご第圖挿

躬
監
置
に
て
其
の
名
の
知
ら
れ
て
み
る
兄
實
躬
が
あ
り
、
當
時
共

に
近
衛
椹
中
將
で
あ
っ
た
が
〔
註
一
四
〕
瀟
瀟
は
常
並
よ
り
三
年
早

　
　
　
　
京
都
帝
國
大
聖
岳
藏
巻
子
本
三
長
記
に
就
い
て
　
（
赤
松
）

）1

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
〔
註
一
五
〕
此

の
下
刷
に
依
っ
て
實
仲
と
三
條
新
中

將
と
が
同
一
人
で
あ
る
事
は
明
ら
か

に
な
っ
た
が
、
實
躬
描
眉
が
共
に
権

中
將
で
あ
っ
た
の
に
、
三
二
野
中
將

と
云
へ
ば
實
仲
一
入
を
指
示
し
て
み

る
か
否
か
に
就
い
て
は
、
更
に
考
謹

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
勘
仲
記
弘

安
九
年
閏
十
二
月
十
四
日
の
條
に
、

三
五
中
納
言
に
註
し
て
實
重
と
し
、

三
條
構
中
納
言
に
註
し
て
公
貫
と
し

て
み
る
が
、
爾
者
共
に
槽
中
納
言
に

て
貝
重
重
が
公
貫
よ
り
二
年
早
く
構

中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
て
る
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
此
の
構
呼
の
相

違
は
先
の
新
中
納
言
の
時
と
同
じ
く
，
正
と
構
と
を
意
味
せ
す
し

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
第
三
號
　
　
四
六
九

（　145　）
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畢

　
　
　
　
京
都
帝
國
大
棚
所
演
巻
子
本
三
長
記
に
就
い
て
　
（
赤
松
）

て
輩
に
樺
の
字
義
に
含
ま
る
・
低
位
と
云
ふ
意
味
の
み
を
抽
出
し

て
用
ひ
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
勘
早
馬
に
て
公
貫
を
三
條
椹

中
納
言
と
呼
ん
だ
例
は
極
め
て
少
く
、
他
に

か
・
る
構
の
字
の
用
例
鯨
り
多
く
は
存
し
な

い
の
で
、
新
と
模
と
が
草
書
罷
に
て
は
極
め

て
よ
く
似
る
庭
か
ら
、
誤
噛
せ
ら
れ
た
の
で
、

は
な
い
か
と
も
疑
へ
る
が
，
實
躬
の
動
詞
が

三
條
中
鷺
で
あ
っ
た
よ
り
見
れ
ば
、
傍
詮
も

と
に
か
く
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
三
三
構

中
墨
は
實
仲
の
み
を
指
示
す
る
と
し
て
も
誤

は
な
い
で
あ
ら
う
、
殊
に
紙
背
文
書
に
は
三

條
櫃
中
將
に
宛
て
ら
れ
た
文
書
に
て
明
瞭
に

實
躬
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
な
い
事
の
確
謹

の
存
す
る
も
の
が
あ
る
か
ら
，
恐
ら
く
は
姦

雄
記
に
よ
っ
て
見
た
模
中
納
言
の
用
語
法
の

一
例
は
當
を
得
て
み
る
で
あ
ら
、
つ
、
挿
圖
第

二
の
文
書
が
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。

　
來
壮
六
日
。
可
有
　
御
幸
八
幡
宮
寺
。
着
浮
衣
可
令
供
奉
給
者
。

依

　
　
　
　
第
十
七
巻

御
里
色
執
達
要
件

四
月
七
日

挿圖第三

第
三
號
　
　
四
七
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
民
部
卿
康
能

ほ
1
　
三
聖
構
中
將
殿

康
能
が
民
部
卿
の
官
に
あ
っ
た
の
は
正

磨
四
年
の
み
で
あ
る
か
ら
、
藪
に
云
ふ

四
月
二
＋
六
日
の
八
幡
御
幸
は
績
史
愚

抄
正
慮
四
年
四
月
二
十
六
日
の
條
に
見

ゆ
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
が
、
實
躬
も

亦
こ
の
御
幸
供
奉
を
康
能
か
ら
命
ぜ
ら

れ
た
の
で
あ
る
が
，
そ
の
日
記
に
記
す

虚
に
よ
れ
ば
、
其
の
催
し
を
受
け
た
の

は
實
に
四
月
六
日
に
て
、
こ
の
文
書
の

獲
せ
ら
れ
た
日
よ
り
一
日
前
の
こ
と
に

属
す
る
。
此
の
文
書
に
は
再
度
の
命
令

で
あ
る
事
が
の
せ
ら
れ
て
る
な
い
か

ら
、
此
の
文
書
は
確
定
的
に
實
躬
に
宛

て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
事
に
な
る
。
随
っ
て
三
豊
気
中
將
は
上

述
の
三
豊
實
を
綜
合
し
て
實
仲
一
人
を
指
示
す
る
と
見
な
け
れ
ば

（146）

、



な
ら
な
い
。

　
三
徳
新
下
露
と
椹
中
賂
と
亜
鉛
と
の
三
者
が
嗣
一
入
で
あ
る
事

が
立
課
せ
ら
れ
る
と
、
紙
背
文
書
に
て
實
仲
一
人
に
鼠
取
さ
れ
た

も
の
は
十
一
通
存
在
す
る
事
に
な
る
。
更
に
断
簡
起
て
署
名
を
峡

く
書
黙
の
聞
に
は
、
こ
れ
を
考
詮
す
る
時
湛
は
、
實
仲
に
毯
ら
れ

た
も
の
と
断
じ
得
る
書
駄
が
あ
り
、
そ
の
一
通
は
確
か
に
こ
れ
を

言
ひ
得
る
か
ら
〔
註
一
六
〕
實
仲
を
筆
者
と
す
る
考
は
盆
々
そ
の
胃

能
性
を
濃
厚
に
し
て
く
る
。
然
し
乍
ら
兵
部
卿
宛
の
一
通
〔
註
二
〕

に
就
い
て
聰
明
を
與
へ
な
い
限
り
、
其
れ
は
畢
魔
可
能
性
の
塘
大

に
止
る
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
り
と
て
此
の
文
書

に
て
は
そ
の
時
日
並
に
授
受
關
係
に
就
い
て
徴
す
べ
き
一
切
の
資

料
が
な
い
か
ら
，
論
明
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
ロ
ハ
實
仲
が
筆

者
と
決
定
さ
れ
る
論
謹
過
程
の
中
に
、
如
何
に
す
れ
ば
矛
盾
す
る

事
な
く
し
て
、
此
の
一
漣
の
み
異
る
存
在
を
許
容
し
て
、
総
能
く

そ
の
立
談
を
完
結
し
得
る
か
を
示
し
得
る
に
す
ぎ
な
い
。
此
の
紙

背
叉
書
に
て
確
實
に
そ
の
年
代
の
徴
し
得
る
も
の
が
皆
証
鷹
四
五

年
で
あ
り
、
〔
単
一
、
三
、
六
〕
其
の
外
に
論
難
を
要
す
る
も
の
に
て

も
皆
正
鷹
年
闇
の
も
の
・
み
で
あ
る
か
ら
、
〔
註
一
六
、
一
七
〕
こ

　
　
　
　
　
京
都
帝
國
大
漁
需
叢
説
巷
子
本
上
長
認
に
就
い
て
　
（
赤
松
）

の
兵
部
卿
宛
の
文
書
も
恐
ら
く
は
詞
じ
縫
代
の
も
の
と
思
は
れ
る

が
，
面
訴
の
兵
部
卿
を
求
め
る
と
、
吉
曙
経
長
、
藤
原
三
二
陥
、
菅

原
清
長
の
三
人
で
あ
っ
て
、
こ
の
内
の
一
人
が
こ
の
文
書
に
云
ふ

兵
部
卿
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
、
而
し
て
こ
の
文
書
の
内
容
は

紳
主
面
に
下
し
て
交
渉
の
存
し
た
事
を
示
し
て
み
る
か
ら
、
此
の

交
書
が
實
仲
の
許
に
轄
迭
せ
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
，
蒼
色
も
亦

そ
の
交
渉
に
干
噂
し
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
兵
部
卿
と

蜜
仲
と
の
開
に
は
特
殊
な
關
係
が
存
在
し
た
と
思
は
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
勿
論
今
B
か
Σ
る
驕
係
の
溢
血
を
論
謹
す
る
事
は
繊

き
な
い
が
、
若
し
こ
の
三
入
の
駆
れ
か
と
業
事
と
特
殊
な
る
關
係

が
存
在
す
れ
ば
、
其
れ
よ
り
逆
推
し
て
そ
の
人
が
藪
に
云
ふ
兵
部

卿
で
あ
る
と
見
て
も
強
ち
に
妄
断
と
は
云
は
れ
な
い
で
あ
ら
う
。

而
し
て
職
版
第
二
に
播
げ
た
實
仲
書
歌
と
は
異
る
彼
の
書
歌
が
そ

の
關
係
を
暗
示
し
て
み
る
と
考
へ
る
、
〔
論
罪
〕
師
ち
、
實
仲
と
康

能
と
の
闇
に
當
色
三
具
に
就
い
て
交
渉
が
存
在
し
た
事
を
示
す
も

の
で
あ
る
が
、
他
の
二
入
が
何
等
交
渉
の
痕
跡
を
残
し
て
み
な
い

事
よ
の
見
て
、
此
の
關
係
が
、
兵
部
卿
宛
の
文
書
｝
通
の
、
こ
・

に
混
在
す
る
事
精
と
思
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
第
十
七
悠
　
第
三
號
　
　
凶
七
一

（　IL17　）



　
　
　
　
　
京
都
帝
網
大
熱
醗
藏
春
子
本
歌
長
記
に
就
い
て
　
（
赤
蝕
）

　
凡
そ
如
上
の
論
謹
に
豫
っ
て
、
三
下
二
伸
が
筋
交
の
飽
春
と
し

て
最
も
可
能
性
が
多
い
と
云
へ
よ
う
。
其
外
に
僅
か
な
る
可
能
性

が
蜜
躬
叉
は
康
能
に
就
い
て
考
へ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
よ
り
大
な

る
偶
然
を
想
到
し
な
い
限
り
に
は
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
ら

う
。
倫
云
は
草
實
仲
、
實
躬
、
康
能
の
素
話
〔
圏
版
第
二
、
挿
画

置
目
の
行
間
書
、
挿
職
第
二
〕
と
本
文
と
比
較
す
る
臨
、
實
仲
の

筆
蹟
に
よ
っ
て
最
も
近
い
類
似
が
鞭
寒
し
得
べ
き
も
の
が
あ
．
る
。

三
っ
て
叉
如
上
の
細
謹
を
易
々
た
ら
し
め
る
黙
あ
り
て
、
誉
者
相

思
ち
こ
の
立
論
の
眞
實
な
る
事
を
確
信
せ
し
め
る
で
あ
．
ら
う
。

　
三
條
實
仲
が
筆
者
と
決
定
し
，
そ
の
書
爲
も
恐
ら
く
永
仁
年
商

の
事
と
推
定
さ
れ
て
譲
る
と
，
こ
の
本
の
文
獣
墨
的
串
．
値
は
自
ら

決
定
し
て
湿
る
。
長
言
は
そ
の
穫
年
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
建
保

二
年
二
月
に
五
十
三
歳
に
て
出
家
逓
挿
し
て
か
ら
、
〔
註
｝
九
〕
永

仁
元
年
迄
に
は
八
十
年
も
経
過
し
、
家
は
同
じ
く
三
條
と
附
し
て

も
、
長
兼
は
高
藤
公
署
に
て
葉
室
の
一
家
で
あ
る
の
に
帯
し
、
遠

望
は
公
等
公
署
の
三
五
家
の
一
流
で
あ
り
一
殊
に
實
伸
の
當
時
に

素
養
の
後
畜
の
家
が
存
在
し
た
事
を
確
認
し
得
な
い
か
ら
、
長
駆

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
三
號
　
　
弱
七
二

の
盗
筆
本
に
豫
っ
て
直
鍍
に
實
仲
が
書
難
し
た
と
は
認
め
難
く
、

此
の
本
が
正
本
に
下
す
る
二
本
の
如
き
贋
値
を
齎
す
る
と
綜
到
底

望
み
得
な
い
事
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
そ
の
・
傳
爲
の
系
統
を
阿
る
事

は
書
奥
皐
的
研
究
に
於
い
て
は
最
も
重
要
な
事
で
あ
る
か
ら
、
一

廠
螺
導
慨
す
る
戯
場
女
。
か
あ
る
。

　
現
在
の
流
布
本
の
奥
書
に
解
れ
ば
、
主
と
し
て
弘
安
六
年
八
九

月
の
交
に
一
條
家
の
本
に
よ
っ
て
書
篤
さ
れ
た
も
の
を
底
本
と
し

て
み
る
か
ら
、
〔
註
二
〇
〕
夏
時
一
條
家
に
一
本
存
在
し
て
み
た
事

は
確
實
で
あ
る
が
、
更
に
注
目
す
べ
き
は
梅
小
路
中
納
言
野
方
の

家
に
も
一
本
が
傳
は
つ
て
み
た
事
で
あ
る
。
〔
註
㎝
二
〕
此
の
忠
方

は
長
着
の
兄
宗
隆
．
の
曾
孫
に
て
霊
芝
の
父
長
方
の
嫡
流
を
嗣
い
だ

入
で
あ
る
か
ら
、
長
兼
の
家
が
有
藩
学
の
如
き
観
の
あ
る
時
に
此

の
家
に
三
長
潟
の
｝
本
が
存
在
す
る
事
は
意
味
が
あ
る
と
考
へ
る

然
し
乍
ら
こ
の
本
は
そ
の
奥
書
〔
七
一
ご
口
に
詣
れ
ば
、
，
決
し
て
長

兼
の
自
筆
本
で
は
な
く
て
、
そ
の
五
畜
な
る
懸
士
の
手
に
よ
っ
て

書
渡
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
書
蹟
が
完
成
し
た
時
に
初

め
て
三
長
記
を
見
た
博
陸
が
餓
り
に
も
自
ら
の
家
門
の
事
が
記
さ

れ
て
み
る
の
に
驚
い
て
、
裏
装
類
家
避
難
外
見
示
之
と
記
し
て
ゐ

（　1－S＄　）



る
の
に
注
意
さ
れ
る
。
長
兼
は
籏
閥
家
が
近
衛
五
條
と
分
立
し
た

當
初
か
ら
、
二
心
な
く
九
翌
翌
に
奉
仕
し
終
始
一
貫
し
た
態
度
を

取
っ
た
人
で
あ
．
る
か
ら
、
そ
の
日
記
を
見
て
噺
の
如
き
叫
び
を
洩

、
し
た
博
陸
が
兼
實
良
経
の
流
を
汲
む
入
で
あ
る
事
は
容
易
に
推
測

で
き
る
。
恐
ら
く
は
溢
家
か
そ
の
子
の
敏
蔑
如
實
實
経
の
誰
か
で

あ
ら
・
フ
。
而
し
て
弘
安
六
年
實
繧
在
世
の
常
時
に
一
條
家
に
は
確

か
に
一
本
が
存
し
て
み
た
の
で
あ
る
か
ら
，
此
の
奥
書
は
こ
の
父

子
の
還
れ
か
に
由
っ
て
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
、
そ
し
て
そ
の
際

に
三
長
記
の
一
本
が
一
條
家
に
納
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
忠

方
の
許
に
傳
は
つ
た
一
本
が
後
人
の
書
爲
に
な
る
も
の
に
て
長
兼

の
自
筆
本
で
な
か
っ
た
事
よ
り
推
し
て
、
｝
條
家
本
に
は
自
筆
本

た
る
可
能
性
が
幾
分
か
は
存
在
す
る
事
に
な
る
。
然
し
乍
ら
此
等

の
憶
渕
は
梅
小
路
家
本
に
あ
る
奥
書
が
最
初
の
形
を
保
っ
て
る
る

と
見
て
の
立
論
で
あ
る
か
ら
、
深
く
は
論
じ
な
い
け
れ
ど
も
、
當
階

の
蟻
蘭
家
に
於
い
て
朝
儀
典
鯛
に
幽
し
て
典
捺
と
な
る
も
の
の
正

木
を
所
持
す
る
事
を
誇
り
と
し
、
政
滋
が
誤
り
な
く
施
行
せ
ら
る

る
由
來
と
考
へ
ら
れ
た
時
に
∩
註
～
ご
議
〕
日
記
の
灘
筆
本
が
多
く
そ

の
許
に
集
る
事
は
理
由
な
き
偶
然
か
ら
で
は
な
く
て
，
當
然
の
事

　
　
　
　
　
京
粥
左
遷
大
幅
税
敵
欺
稔
子
本
ヨ
長
記
に
就
い
て
　
（
赤
松
）

　
で
あ
う
た
と
考
～
ら
れ
る
。
而
し
て
此
の
巻
子
本
の
系
統
は
實
仲

　
が
一
條
家
に
家
禮
を
取
っ
て
み
た
事
よ
り
見
れ
ば
，
恐
ら
く
は
こ

　
の
一
條
家
本
に
よ
っ
て
書
博
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
各
公

　
卿
殿
上
人
と
揺
里
家
と
の
賜
に
縦
横
無
誰
に
張
り
廻
は
さ
れ
た
家

罪
な
る
閥
係
に
て
、
一
家
の
秘
記
な
る
べ
き
日
記
記
録
が
書
窮
流

布
せ
ら
れ
た
事
は
、
先
に
云
ふ
日
記
の
正
本
の
猫
占
的
所
有
と
云

ふ
事
實
と
相
慮
じ
て
，
當
時
の
公
卿
批
會
の
態
態
の
一
斑
を
示
す
．

も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
此
の
本
の
一
條
家
本
よ
り
書
解
せ
ら
れ
た

・
事
が
確
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
此
の
巻
チ
本
は
流
布
本
と
同
一
系
統
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4

に
騰
す
る
事
に
な
る
。
只
流
布
本
が
撒
度
に
亙
っ
て
書
崩
を
重
ね
　
（

て
る
る
間
に
往
々
誤
爲
を
発
れ
な
い
の
に
鋤
し
て
、
蓬
か
に
善
本

と
云
へ
る
の
は
虚
血
で
あ
る
が
彼
此
校
合
は
省
略
す
る
事
に
す
る

　
紙
背
文
書
の
中
に
て
本
意
の
冠
者
の
考
謹
に
於
い
て
徴
す
べ
き

も
の
は
殆
ん
ど
全
部
引
用
し
て
そ
の
持
つ
示
霊
力
を
明
ら
か
に
し

た
が
、
か
蕊
る
考
謹
を
離
れ
て
見
て
も
爾
注
遇
す
べ
き
一
二
の
文

書
が
存
課
す
る
、
そ
の
触
は
挿
㎜
剛
第
三
に
掲
げ
た
文
書
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
自
今
夕
｝
二
ヶ
夜
。
可
有
行
幸
内
侍
所
。
可
令
候
脂
燭
給
之
由
。

　
　
　
　
　
　
第
十
七
謹
　
第
三
號
　
　
四
七
三



　
　
　
　
京
都
帝
國
大
難
班
藏
巷
子
本
三
長
記
に
就
い
て
　
（
謙
松
）

　
内
々
落
忌
下
座
也
。
猶
執
達
如
件

　
　
　
　
　
三
月
一
照
張
　
　
　
　
中
宮
雛
大
遙
定
5

　
　
　
脚
犠
壽
　
三
半
新
中
毒
殿

　
紙
背
文
書
の
年
代
が
主
と
し
て
正
磨
年
間
で
あ
る
事
よ
り
見
て

正
慮
年
間
の
前
後
に
於
い
て
三
月
「
日
よ
り
三
ク
爽
膚
侍
所
に
行

幸
に
な
っ
た
時
を
尋
ね
て
見
れ
ば
、
正
鷹
四
年
と
五
年
と
の
爾
度

し
か
な
い
が
、
正
癒
四
年
の
時
に
は
こ
の
催
し
を
鶏
人
木
工
頭
顯

相
が
な
し
た
と
帯
鋸
が
其
の
日
記
に
記
し
て
を
り
、
叉
當
時
の
三

人
に
は
中
宮
樫
大
進
が
み
な
い
か
ら
，
〔
註
二
四
〕
こ
の
文
書
は
正

慮
五
年
の
時
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
當
時
の
癖
人
中
宮
擢
大
進

は
吉
田
定
房
で
あ
り
、
伏
見
院
撮
記
同
憂
の
條
に
は
彼
が
藏
入
と

し
て
出
佳
し
て
思
事
を
泰
行
し
て
み
る
か
ら
、
此
の
文
書
が
彼
の

手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
事
に
疑
は
な
い
、
定
房
の
自
筆
敏
比
較

的
多
く
存
し
、
中
に
畜
元
癒
二
年
十
月
六
日
亜
大
納
言
定
器
講
と

し
て
、
實
衡
に
宛
て
Σ
帰
し
た
後
宇
多
院
院
宣
が
最
も
よ
く
世
入

に
知
ら
れ
て
み
る
が
、
そ
の
老
年
の
筆
な
る
に
写
し
、
此
の
文
書

は
齢
漸
く
二
＋
歳
の
時
の
筆
な
る
が
故
に
総
覧
濃
測
と
し
て
み
る

筆
致
を
見
る
事
が
出
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
第
三
號
　
　
四
七
四

　
更
に
注
屠
す
べ
き
は
こ
の
前
年
の
内
侍
所
の
行
幸
の
際
に
、
此

と
全
く
濁
じ
き
形
式
の
文
書
を
藏
人
木
工
頭
三
相
が
實
躬
に
迭
つ

た
隣
に
、
寳
躬
は
環
記
に
記
し
て
、
藏
入
木
工
頭
顯
相
途
御
教
書

云
と
し
て
そ
の
文
書
を
載
せ
て
み
る
事
で
あ
る
。
然
る
に
麺
説
に

從
へ
ば
御
教
書
と
は
公
卿
叉
は
武
家
そ
れ
も
圭
と
し
て
撮
關
家
叉

は
釣
的
家
が
そ
の
家
司
に
命
じ
て
乱
せ
し
め
た
丈
書
に
て
、
依

御
氣
色
執
蓬
如
件
と
か
依
仰
執
蓬
如
件
と
の
書
き
結
び
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
み
る
が
、
こ
の
文
書
の
形
式
は
内
々
被
仰

下
候
也
。
樋
執
売
約
件
と
あ
っ
て
、
普
逓
の
形
式
と
異
っ
て
み
る

・
が
、
需
御
教
書
と
凝
せ
ら
れ
、
殊
に
時
は
伏
見
天
皇
御
更
改
に
際

し
、
事
は
純
然
診
る
禁
裏
内
の
朝
儀
に
、
殿
上
人
を
召
出
さ
れ
る

事
に
通
し
て
み
て
　
天
皇
の
勅
命
を
奉
じ
て
忍
人
が
出
し
た
文
書

と
し
か
認
め
ら
れ
な
い
の
に
、
車
内
文
書
と
し
て
甜
罪
し
な
い
御

教
書
な
る
文
書
名
が
附
せ
ら
れ
て
み
る
事
よ
り
見
れ
ば
、
從
來
の

通
説
は
御
教
書
の
有
す
る
性
質
の
一
切
を
説
き
遍
く
し
て
み
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
御
薄
書
と
禧
せ
ら
れ
た

文
書
の
形
式
を
捜
し
て
見
る
と
、
挿
囲
第
二
の
文
書
は
後
深
草
法

皇
の
八
幡
御
幸
の
供
奉
に
閥
す
る
文
書
と
し
て
、
院
宣
と
何
等
報

（驚0）



寄
せ
る
慮
が
な
い
の
に
、
上
職
卿
記
に
は
御
教
書
と
構
し
、
完
全
な

る
給
旨
の
形
式
器
具
へ
た
文
書
を
竜
王
記
に
て
は
同
じ
く
御
数
書

と
記
し
、
〔
註
二
五
〕
長
者
宣
を
受
け
て
南
曹
弁
が
そ
の
請
文
に
謹

請
　
御
教
二
重
と
あ
っ
て
、
〔
註
二
六
〕
給
旨
、
院
宣
、
長
者
宣
と

認
め
ら
れ
る
文
嘗
が
一
襟
に
御
教
書
と
構
せ
ら
れ
た
搾
出
を
知
る

事
、
か
響
き
る
。

　
又
御
教
書
を
挿
し
得
た
人
の
身
分
に
就
い
て
見
る
と
、
軍
に
雛

剛
志
將
軍
家
に
限
ら
す
し
て
、
如
上
の
實
例
に
見
る
如
く
、
天
皇

院
が
藏
人
・
院
司
に
命
じ
て
御
教
書
を
出
さ
れ
て
を
り
、
公
卿
は
勿

論
の
こ
と
、
殿
土
人
に
す
ぎ
な
い
，
五
位
藏
人
が
そ
の
家
司
に
命

じ
て
，
御
敏
書
を
労
し
た
事
賢
を
知
る
事
が
で
き
る
〔
註
二
八
〕
。

　
か
く
て
濫
漫
の
御
農
書
に
駁
す
る
通
設
に
於
い
て
、
極
め
て
明

瞭
と
さ
れ
て
み
た
、
形
式
、
並
に
御
教
書
の
眞
實
の
命
令
者
た
る

も
の
の
身
分
が
、
．
極
め
て
範
翻
の
廣
い
、
一
律
に
は
決
し
得
な
い

も
の
に
な
っ
た
の
を
見
る
，
即
ち
御
教
書
に
遇
す
る
通
設
の
中
で

は
書
き
結
び
の
形
式
と
か
命
令
者
の
帝
分
野
は
重
要
椎
を
失
っ
て

御
教
書
は
常
に
奉
書
た
る
形
式
を
有
す
る
と
云
ふ
事
實
の
み
が
濁

り
奪
垂
に
な
る
．
横
芝
記
に
縫
舞
殿
轟
馨
田
畑

　
　
　
　
京
都
帝
國
大
學
霧
海
巷
子
本
三
長
記
に
就
い
て
　
（
赤
松
）

と
し
て
み
る
の
を
見
る
が
、
殿
下
と
は
關
臼
兼
李
の
こ
と
で
あ
り

信
輔
は
そ
の
家
刺
で
あ
る
か
ら
，
殿
下
の
代
り
に
内
院
の
字
を
置

．
き
、
信
輔
の
代
り
に
そ
れ
ム
＼
藏
人
・
野
司
の
名
を
お
け
ば
、
こ

の
定
義
は
常
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
。

　
こ
れ
に
指
し
て
給
桑
院
宣
長
者
宣
は
電
猫
臨
の
形
式
を
有
し
，

命
令
者
の
身
分
に
は
制
限
が
あ
っ
て
、
御
教
書
と
は
明
ら
か
に
異

っ
た
文
書
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
只
給
旨
院
宣
長
者

宣
は
皆
奉
書
の
姓
質
を
本
質
と
し
て
有
し
て
み
る
か
ら
、
明
敏
書

と
も
評
せ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
御
教
書
の
存
荘
が

確
認
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
存
在
は
何
の
影
響
も
受
け
な
い

の
で
あ
る
。
御
教
書
と
奉
書
と
は
厨
一
な
る
も
の
を
現
は
す
も
の

で
あ
る
が
。
奉
書
が
文
書
の
形
式
に
師
し
た
名
望
に
す
ぎ
な
い
の

に
濡
し
て
、
御
教
書
は
文
書
の
眞
實
の
命
令
者
を
示
し
て
み
る
黙

に
於
い
て
、
文
書
名
と
し
て
は
前
考
に
勝
る
も
の
が
あ
る
、
而
し

て
御
教
書
な
る
甘
露
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
三
長
記
の

紙
背
文
書
の
大
部
分
は
御
教
書
と
の
名
を
興
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る

と
考
へ
る
、
更
に
亦
南
朝
の
論
旨
に
往
々
見
る
白
紙
の
紛
旨
も
、

雰
常
階
と
云
ふ
理
由
に
の
み
よ
ら
す
し
て
、
旨
旨
の
本
來
の
性
質

　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
第
三
號
　
　
四
七
五

ぐ151）



　
　
　
　
　
京
都
帝
國
大
概
所
藏
巷
子
本
志
長
詑
に
蓑
い
て
　
（
赤
松
）

と
論
旨
と
岡
臨
に
行
は
れ
て
る
た
御
教
書
の
轄
質
よ
り
、
露
然
的

に
と
か
れ
る
も
の
が
あ
る
と
考
へ
る
、
．
（
昭
和
七
・
六
。
一
臨
）

　
本
稿
の
成
る
に
當
っ
て
終
始
西
田
歎
授
鞠
・
村
助
敏
授
の
御
指
導
存
郵
げ

　
り
、
叢
に
銘
記
し
て
深
謝
の
意
な
表
す
研
な
り
Q

〔
註
…
〕
　
下
　
播
磨
國
寝
覆
保

　
　
　
　
　
定
補
　
　
預
所
職
事

　
　
　
　
　
　
　
　
左
術
門
少
尉
藤
原

　
　
　
　
右
以
人
爲
彼
職
令
識
行
。
恒
例
臨
聴
御
公
事
等
Q
任
先
例
可
致

　
　
　
　
其
沙
汰
者
。
庄
官
百
娃
鐘
宜
承
知
敢
勿
違
憲
。
故
以
下
。

　
　
　
　
　
　
　
正
慮
四
年
六
月
　
口

　
　
　
　
安
積
保
に
現
今
兵
庫
縣
宍
藥
郡
榊
戸
村
に
常
り
、
安
籏
氏
の
本

　
　
　
　
貫
馳
な
り
Q

註
二
。

　
　
美
作
國
瀧
小
忌
葦
生
職
事
。
爲
親
評
語
引
書
歎
Q
子
細
可
有
御
馨
候

　
　
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
十
月
骨
H
　
　
　
　
（
草
名
）

　
　
　
　
兵
部
卿
殿

　
　
　
（
草
名
）
匡
三
人
な
ろ
や
的
確
な
ら
す
、
書
札
禮
よ
り
見
る
噂
に
中

　
　
　
納
言
位
の
官
に
あ
る
人
な
ろ
ら
し
Q

註
三
Q

　
　
來
十
一
日
。
可
有
　
獅
幸
膚
栖
川
殿
。
可
令
饗
卿
幸
給
之
由
。
櫛
氣

　
　
色
勝
候
也
。
傍
歯
痛
如
艸
〇

　
　
　
　
二
月
議
ハ
欝
回
O
　
　
　
　
　
　
右
由
丁
醜
唱
聯
鼠
俘
回

第
門
十
・
七
恐
い
　
駕
門
三
號
　
　
　
四
七
六

　
　
　
　
唯
一
　
海
幸
樵
中
肪
鍛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
綾
史
患
抄
正
癒
五
年
二
月
十
「
日
塗
昭
…
）

註
四
。

　
　
法
華
堂
御
尋
忌
御
布
施
取
。
熱
誠
御
営
番
。
定
御
門
知
候
鰍
。
必
可

　
　
令
塗
仕
給
之
由
。
被
仰
下
侯
也
。
勢
軌
建
如
件
Q

　
　
　
　
　
し
丁
獅
ニ
ハ
9
　
　
　
右
山
ぶ
大
夫
甫
夙
能

　
　
　
穿
　
三
條
携
中
將
殿

註
五
。

　
　
明
後
緕
廿
八
日
頃
爲
御
方
蓮
可
有
　
御
幸
有
栖
川
殿
。
可
令
塗
會
給
之

　
　
由
。
被
仰
下
候
也
。
櫛
戦
逮
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爲
行
力

　
　
　
　
　
五
月
紘
μ
山
ハ
臼
蝉
　
　
左
少
（
允
　
（
草
名
）

　
　
　
　
璽
」
　
三
條
擢
中
腺
殿

註
六
。

　
　
春
日
祭
使
可
勤
仕
候
。
舞
人
擢
袴
一
腰
紐
例
調
給
候
哉
。
恐
々
謹
言

　
　
　
　
十
阿
了
丁
山
ハ
日
　
　
　
左
中
瞭
肘
右
涌
燭

　
　
　
謹
上
　
　
三
遷
…
罹
康
∴
瀞
殿
　
　
〔
績
寧
一
葦
抄
正
曄
働
四
年
十
月
十
山
ハ
ロ
桝
〕

註
七
。
職
原
抄
兵
郡
獅
の
條
。

融
入
Q
尊
卑
分
周
　
窩
藤
公
流
葉
室
一
流
の
條
塾
照

註
九
Q

　
　
　
　
　
沈
文
返
進
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
敢
銚
了
。
　
　
力
沙
汰
之
羨
別
候
。

　
　
禰
週
ヨ
具
分
Q
以
代
物
劉
沙
汰
甦
上
之
候
。
　
又
労
可
申
事
等

　
　
　
　
恐
々
謹
㎜
菅
　
　
康
能

　
　
候
。
不
無
骨
候
者
。
今
夕
明
旦
之
問
二
可
塁
上
候
。
事
々
期
其
次
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候
。
恐
機
謹
言

　
　
　
　
　
三
月
骨
八
a
　
　
　
　
　
　
　
實
　
　
仲

註
一
〇
。

　
　
焼
示
候
了
。
誠
久
不
入
見
塑
候
問
Q
恐
響
無
罐
候
。
此
吹
預
獅
尋
候
尤
鴨
入
候
。

　
　
痴
刷
型
饗
曾
。
何
事
協
哉
。
以
還
思
懸
之
次
。
常
令
串
案
内
協
。
彼
丹
州

　
　
　
　
　
　
　
　
塔
祷
航
覧
、
以
外
償
、
歎
、
但
験
注
口
目
購
巾
領
駅
之
由
所
候
也
、
弾
器

　
　
事
地
頭
「
「
劃
据
領
散
々
事
協
之
間
。
未
及
實
検
之
沙
汰
協
。
不
可
説

　
　
争
細
候
摩
不
可
説
候
沙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
口
沙
汰
種
候
て
御
薩
候
べ
く
候

　
　
之
事
ユ
て
、
協
べ
く
協
、
ロ
ロ
翻
御
忌
来
事
、
…
以
礼
装
彊
致
沙

　
　
汰
砺
由
庄
旅
令
串

謎
一
一
〇
旧
史
一
三
何
麟
の
條
。

註
「
二
〇
勘
仲
説
弘
安
七
年
こ
月
骨
堂
隣
の
條
。

註
一
三
〇
勘
手
記
弘
安
十
年
二
月
八
口
の
條
。

融
一
四
〇
實
蛎
旧
記
正
慮
四
年
四
月
七
日
、
二
二
U
の
條
O

識
｝
五
。
實
弱
卿
認
正
旛
六
年
三
月
八
日
の
條
。

註
一
六
。

　
　
　
　
今
無
人
折
回
　
候
に
穂
令
峯
偽
潜
、
可
爲
穏
便
候
。

　
　
入
幡
　
御
幸
御
滲
事
。
度
々
被
仰
下
候
了
。
非
貞
由
之
故
障
之
由
被

　
　
串
候
。
自
由
又
何
事
過
之
協
乎
。
被
串
候
趣
返
々
不
可
然
子
細
。
部

　
　
不
可
有
御
免
a
也
。
漉
上
被
串
子
細
協
看
、
定
膚
後
梅
鰍
之
由
。
如

　
　
此
巌
密
被
仰
下
侯
。
折
節
更
々
驚
歎
入
候
。
相
構
今
間
有
御
塗
内
々

　
　
（
筆
蹟
に
膜
能
と
同
一
な
り
）

　
　
費
躬
卿
認
正
鷹
四
年
四
月
廿
六
H
、
五
月
三
日
の
條
塗
照
し
て
・
實
仲

　
　
　
が
急
に
濫
幸
に
供
奉
ぜ
る
国
賓
よ
り
児
て
こ
の
丈
書
ほ
慶
能
よ
り

京
選
点
醐
大
學
所
藏
巷
笹
本
三
長
記
に
就
い
て
　
（
赤
松
）

　
　
　
實
仲
に
宛
て
ら
れ
六
も
の
と
見
る
。

註
「
七
。

　
　
去
年
被
召
候
春
日
祭
次
第
Q
付
漉
便
可
返
給
候
。
堕
日
揖
立
に
て
纒

　
　
頭
隠
也
。
心
事
鶏
見
｛
参
候
。
恐
々
謹
言
。

　
　
　
　
　
二
月
入
臼
　
　
　
伊
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
績
更
愚
抄
正
慮
三
年
二
月
九
三
の
條
塗
照
）

註
一
入
　

挿
岡
第
一
丈
書

　
　
無
殊
穫
・
山
育
貫
墨
簿
護
禦
此
購
護
御
髪
候
也
・
鯉
徒

　
　
〔
側
劇
剥
脚
乎
O
繍
酬
凹
題
阿
閣
梨
負
物
事
。
其
後
無
申
旨
旨
二
三
O
不
串

　
　
に
候
鰍
、
不
蹴
候
　
　
　
輝
門
徒
日
轡
、
給
二
二
解
覆
令
巾
候
　
　
　
　
恐
々
謹
需

　
　
入
候
身
。
然
此
問
叉
令
謎
費
候
Q
遺
　
令
旨
た
可
卑
下
之
由
准
協
。

　
　
　
　
ふ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
う

　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
む
ま

　
　
雑
掌
解
可
召
瀧
侯
。
可
然
之
様
願
三
門
。
御
沙
汰
協
歩
哨

註
一
九
〇
公
獅
補
任
建
保
二
年
置
兼
の
條
。

註
二
〇
。
弘
安
六
年
八
月
骨
臼
以
一
條
殿
御
本
書
篇
校
合
了
。

　
　
　
　
弘
酌
女
山
ハ
年
三
門
月
揃
溜
日
…
以
一
條
殿
循
凹
本
勲
袖
質
り
校
舎
了
O

註
一
二
Q
弘
安
五
年
十
一
月
六
H
以
姉
小
鼻
衝
中
納
言
忠
方
卿
本
書
爲
校

　
　
　
　
合
一
。

註
二
二
。

　
　
九
秋
．
之
天
Q
三
絵
之
暇
、
疎
一
見
詑
Q
天
興
塗
筆
堅
田
在
山
水
學
示

　
　
羅
遺
也
Q
然
両
被
催
宿
執
、
猛
以
級
閲
。
翻
者
之
志
。
進
賢
退
患
持
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
悪
非
之
救
、
家
門
事
多
載
餓
端
胎
可
類
家
膿
。
莫
外
見
示
。
之
或
有
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
後
可
破
却
之
丈
。
童
戯
國
護
可
秘
藏
之
丈
。
悲
運
無
入
干
絹
徳
。
天

第
十
七
巻
　
鑑
三
號
　
　
四
七
七
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京
都
帝
國
大
祭
所
欝
血
子
‡
署
長
詑
に
就
い
て
　
（
赤
秘
）

　
　
之
輿
撒
可
疑
、
是
他
生
之
宿
業
鞭
、
ル
潜
畢
弁
之
。
一
脆
之
臨
以
念

　
　
佛
可
資
彼
菩
提
而
磁

　
　
　
焼
配
先
人
不
被
終
書
爲
之
功
、
後
臣
巳
難
爲
籠
居
之
勇
、
爲
遂
件

　
　
　
意
、
令
蓬
彼
玄
凝
、
串
講
前
博
陸
積
霧
之
功
。
奥
書
即
彼
翻
素
望

　
　
　
依
書
繍
之
。
不
可
外
見
看
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陰
士
在
朔

註
二
三
。
實
躬
獅
記
藷
元
三
年
四
月
八
麟
の
條
に
見
ゆ
ろ
關
白
二
條
無
難

　
　
　
　
の
蓮
嬢
奄
見
よ

註
二
四
Q
職
事
補
任
伏
見
天
皇
五
位
藏
人
の
條

設
二
五
〇
勘
仲
記
弘
安
七
年
三
月
廿
日
の
條

　
　
　
　
御
数
書
書
糠

　　

@　

@
襲
春
藩
辮

　
　
右
題
　
來
骨
四
日
於
御
當
班
可
披
講
、
凝
風
情
可
令
躁
塗
給
巻
依

　
　
天
氣
戦
啓
如
件

　
　
　
　
　
三
月
骨
日
　
　
　
　
　
　
　
治
部
少
輔
兼
仲

　
　
　
　
謹
上
　
頭
申
將
殿

謎
一
工
ハ
。
勧
仲
u
詑
弘
｛
女
山
ハ
年
四
”
十
八
a
の
…
除

貼融

H
・
七
〇
勘
伸
u
調
甜
弘
｛
女
・
七
年
十
二
月
山
ハ
日
の
條
…

第
十
七
巷
　
第
三
號
　
　
四
七
八

（1滋）


